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若葉のしらべ 

学校教育目標：「心豊かで  主体的に学ぶ子どもの育成」 
めざす子ども：はつらつとした笑顔とあいさつ やり抜く粘り強さとあたたかい心  まわりの人と考え合い高め合う 

ひとも自分も大切にする    がっこう・友だち・地域もだいすき しゃかいで生きる力を伸ばす わかばっ子 

 
「言葉の力をみがく」 

校長   安 岡  寛 

 

過日、東京心理教育研究所長で、臨床心理士の金盛浦子さんの次のような言葉に出逢いました。 

 

子どもたちの心には、悪い言葉も良い言葉も、まさに砂に吸い込まれる水のようにしみ込み 
ます。その水が、子どもの心の幹を育てます。 
 

金盛さんの言葉を聞き、「子どもたちに対してどんな言葉をかけるとよいのか」について、改めて考えさせられ

ました。とりわけ「その水が、子どもの心の幹を育てる」という部分にドキリとしました。 
 
よかれと思ってかけた言葉が、子どものやる気を萎えさせる場合があります。 

ネガティブな言葉をかけられ続けると、子どもはやる気を失っていきます。 

子どもの中に入る水（大人の言葉）が、心の幹を育てるのであれば、養分のたっぷり入った水（愛情いっぱい

で、子どものやる気を引き出す言葉）をシャワーのようにかけたいものです。 
 
 

「無理無理。どうせできないって。」は、 「今はできなくても、きっとできるようになるよ。」 へ。 
 
「どうして失敗したの。」は、 「どうすればできるようになるか一緒に考えよう。」 へ。 
 
「そんなことで緊張してどうするの。」は、 「緊張しているのは、本気の証拠だよ。」 へ。 

 

大人の言葉がけが、子どもの成長と直結しているといっても過言ではありません。極論かもしれませんが、 

「子どもをいかすか、つぶすか。それは大人の言葉がけが大きく関係している」。こんなふうに思うのです。 

 

この一年間「言葉の力」をテーマに、校長として思うことや大事にしたいことをお伝えしてきました。 

子どもたちは、先行き不透明な社会を生きるために力をつけ、日々スキルをみがいています。 

私たち大人は、そんな子どもたちを応援する言葉の力をみがく必要があると考えています。 

やる気を引き出し、勇気づけることで、子ども一人ひとりがもつ力を最大限に発揮できるように、言葉の力を 

みがきませんか。 

 

一年間、本校にご支援ご協力いただきありがとうございました。 

次年度も、引き続きご支援賜りますようお願いいたします。 

 
 
 
 



☆令和７（2025）年度の予定等について☆ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※現時点での予定です。変更することがあります。 
※9月以降の特別日課は、７月以降にお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖南広域消防局主催の「第 53回防火

ポスター展」において、「優秀学校賞」

をいただきました。 

本校では、毎年 5年生が、防火ポスタ

ーの取組をしています。その取組を賞さ

れたものです。 

今年度もアルミ缶の回収にご協力いただきましてありがとうございました。 

皆様のご協力のもと、６，０５０円の収益となり、子どもたちの活動の補助に活用させて

いただきました。 


